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初日：茨城空港✈✈✈福岡空港⇒🚌🚌⇒博多で昼食🍚⇒長崎自動車道🚌🚌🚌
長崎原爆記念公園⇒原爆資料館⇒ホテル⇒会食🍚🍶🍶🍶

2日目：ホテル🍚⇒🚌長崎駅視察⇒🚌⇒長崎新地中華街🍚⇒🚌軍艦島デジタルミュージアムVR体感
🚢🚢軍艦島上陸🚢🚢⇒長崎自動車道🚌🚌🚌⇒博多のホテル🍚🍶🍶🍶

3日目：ホテル🍚⇒九州自動車道🚌🚌🚌⇒下関唐戸市場🍚⇒🚌関門橋🚌⇒山王雨水調整池視察
🚌🚌⇒福岡空港✈✈✈茨城空港🚙🚙各自帰宅

◆視察日程◆



如己堂（にょこどう）
長崎県長崎市にあり、永井隆
が白血病の療養をしながら執
筆活動に励んだ建物

一路長崎へ移動 ⇒ 平和記念像 ⇒ 長崎の鐘 ⇒ 原爆資料館「ファットマン」

博多はね家総本家
水炊ききのこ昼食

エスペリアホテル長崎

卓袱料理（しっぽくりょうり）とは、
中国料理や西欧料理が日本化した宴会
料理らしい！長崎市が発祥の地
大皿に盛られたコース料理を味わう
和華蘭料理（わからんりょうり）とも
評されているらしく、何がメインの食
材なのか良くわからず食べた？

宴会は「お鰭」「鰭椀」と呼ばれる吸い物 ⇒
でスタートするようだ！料亭では女将（長崎弁でオ
カッツァマ）が挨拶を行って宴会がスタートする。
吸い物を空にした後、主催者の挨拶が行われ、乾杯
をするはずだった？何故か挨拶が二回も出来た

銅座町通り
東京の銀座とは違う
何故銅なのか誰か教え
てください

思案橋横丁
かつて丸山遊郭があった
頃、現在の思案橋横丁の
入り口には先に進むか戻
ろうか思案する（考え
る）橋がかかっていたと
言われています。

一日目：福岡 ⇒ 長崎へ
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二日目：長崎 ⇒ 長崎駅 ⇒ 軍艦島 ⇒ 博多へ

端島(はしま)は、長崎県長崎市(旧:西彼杵郡高島町)にある島。通称
は軍艦島(ぐんかんじま)。「羽島」とも書いていた。
明治時代から昭和時代にかけて海底炭鉱によって栄え、日本初の鉄
筋コンクリート造の高層集合住宅も建造されるなど、1960年代には
東京以上の人口密度を有していた。1974年(昭和49年)の閉山にとも
ない、島民が島を離れてからは無人島である。
2015年(平成27年)、国際記念物遺跡会議(イコモス)により、端島炭
坑を構成遺産に含む「明治日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼、造船、
石炭産業」がユネスコの世界文化遺産に登録された。

出典: フリー百科事典『ウィキペディア(Wikipedia)』

左の写真は2009.4.23撮影
右の写真は2023.10.26撮影
30号棟（グラバーハウス）
1916年（大正5年）に建設された
日本初の鉄筋コンクリート造ア
パート。当初は4階建、後に7階
建へ島の南西部に位置し中央に
吹き抜けが有る。戸数は140戸
近年は劣化が激しい！

博多の夜はもつ鍋で🥂 夜の街を探索 締めの豚骨ラーメン
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三日目：福岡 ⇒ 下関 ⇒ 福岡 ⇒ 茨城へ

唐戸市場 各自昼食を堪能 ( ^)o(^ )

壇之浦PAから関門橋・関門海峡を望む

上↑山王１号雨水調整池  下↓山王2号雨水調整池

市の職員による説明 ↑

山王１号雨水調整池
山王公園野球場を約1.8
ｍ掘り下げて雨水調整池
を設置しています。

山王２号雨水調整池
神殿のよう空間には、
大雨時に約15,000㎥
もの雨水を貯留する事
が出来ます。
2009.7.24の豪雨の
際は約11,000㎥雨水
を貯留した(水深約5ｍ）

2009.7.24⇒

無事に
茨城空港へ
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